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基
盤
強
化
に
向
け
、課
題
の
解
決
を

新
執
行
部
決
ま
る

日
本
薬
剤
師
連
盟

　会
長

　児
玉

　孝

日
本
薬
剤
師
連
盟

　幹
事
長

　小
田

　利
郎

日
本
薬
剤
師
連
盟

　副
会
長

北
海
道
薬
剤
師
連
盟

　会
長

　東
洋

　彰
宏

会
長 

児
玉

　孝（
大
阪
） 

 

幹
事
長 

小
田

　利
郎（
福
岡
） 

 

副
会
長 

小
野
村

　昌（
栃
木
） 

 

副
会
長 

中
本

　行
宣（
岡
山
） 

 

副
会
長 

生
出

　泉
太
郎（
宮
城
） 

副
会
長 

七
海

　朗（
奈
良
） 

副
会
長 

東
洋

　彰
宏（
北
海
道
） 

副
幹
事
長 

齊
藤

　睿（
東
京
） 

 

副
幹
事
長 

岩
本

　研（
和
歌
山
） 

 

役職名 氏名 所属
常任総務 渡辺　徹（日本薬剤師連盟）
常任総務 荻野構一（新潟）
常任総務 大橋　均（愛知）
常任総務 大原　整（滋賀）
常任総務 根本ひろ美（茨城）
常任総務 浜田嘉則（高知）
総務 木村隆次（青森）
総務 曽布川和則（静岡）
総務 三浦洋嗣（北海道）
総務 安部好弘（東京）
総務 柴川雅彦（日本病院薬剤師連盟）
総務 櫛方絢子（日本女性薬剤師連盟）
総務 小野春夫（政令指定都市薬剤師連盟）
総務 手塚幹子（東京）
総務 白滝貴子（青森）
総務 上村芳彦（千葉）
総務 大澤泰輔（兵庫）
総務（北海道） 大江利治（北海道）
総務（東北） 鳥海良寛（秋田）
総務（関東） 長野順一（栃木）
総務（東京） 岸　　亨（東京）
総務（北陸信越） 能村明文（石川）
総務（東海） 上村　武（三重）
総務（大阪） 藤垣哲彦（大阪）
総務（近畿） 赤松路子（兵庫）
総務（中国） 高木秀彦（岡山）
総務（四国） 辻上　巖（香川）
総務（九州） 安東哲也（大分）
監事 高祖順一（佐賀県）
監事　 根本清美（茨城県）
監事 吉永富子（静岡県）

役
職
名 

氏
名（
所
属
） 

日
本
薬
剤
師
連
盟
役
員
名
簿 
（
任
期 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）

求
む
情
報
開
示
!!

　

東
日
本
大
震
災
後
一
年
の
今
年
三
月

十
一
日
（
日
）
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
バ
レ

エ
団
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
「
シ
ン
デ

レ
ラ
」
を
観
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
モ
ナ
コ
公
国
大
公
ア
ル
ベ
ー
ル

二
世
と
団
長
マ
イ
ヨ
ー
さ
ん
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
「
決
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
震
災
で
す
が
、

人
間
が
自
然
を
支
配
で
き
る
と
い
う
お

ご
り
を
謙
虚
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と

い
う
警
告
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大

き
な
悲
し
み
の
中
で
威
厳
と
冷
静
さ
を

も
っ
て
復
興
に
あ
た
る
日
本
人
に
期
待

と
賞
賛
を
贈
り
ま
す
」
。

　

し
か
し
最
近
は
、
忌
ま
わ
し
い
災
害

か
ら
の
復
興
速
度
の
遅
さ
と
悪
さ
、
そ

し
て
リ
ー
ダ
ー
不
在
ば
か
り
が
目
に
付

き
ま
す
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
は
天
災
と
い
う
よ
り
も
人

災
で
あ
っ
た
と
い
う
印
象
が
強
い
で

す
。
先
日
福
島
の
方
に
話
を
聴
き
ま
し

た
ら
、
当
初
福
島
原
発
建
設
用
地
は
現

在
よ
り
三
〇
ｍ
以
上
高
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
津
波
の
リ
ス
ク
も
伝
え
た
の
に
、

国
も
東
電
も
警
告
を
無
視
、
平
ら
に
し

て
建
設
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
と
い
う
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
で
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

状
態
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
も
、
震
災
後

公
表
さ
れ
た
の
が
十
二
日
後
だ
っ
た
の

で
す
。
ま
さ
に
「
依
ら
し
む
べ
し
知
ら

し
む
べ
か
ら
ず
」
の
大
本
営
発
表
と
何

も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
し
て
も
、
世
界
に
冠

た
る
日
本
の
医
療
保
険
制
度
に
制
度
後

進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
異
を
唱
え
、

貴
重
な
制
度
資
本
を
営
利
を
得
た
い
が

た
め
に
侵
食
し
よ
う
と
し
て
い
る
提
案

書
を
突
き
つ
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
の

内
容
も
い
ち
早
く
開
示
し
議
論
す
べ
き

で
す
。

　

戦
争
終
結
も
福
島
原
発
も
、
す
べ
て

情
報
開
示
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

悲
劇
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
！　

徹
底

し
た
情
報
開
示
を
政
府
に
強
く
求
め
ま

す
。

（
公
益
社
団
法
人
日
本
薬
剤
師
会
理
事　

木
俣　

博
文
）

　

去
る
三
月
十
四
日（
水
）の
定
時
評
議

員
会
に
お
い
て
児
玉
孝
会
長
が
再
選
さ

れ（
既
報
）、新
執
行
部
体
制
が
整
っ
た

（
役
員
名
簿
参
照
）。

　

日
本
薬
剤
師
連
盟
は
、こ
の
新
執
行
部

の
も
と
で
平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て

は
、社
会
保
障
制
度
改
革
や
東
日
本
大

震
災
復
興
政
策
が
急
が
れ
て
い
る
な
か
、

薬
剤
師
の
資
質
を
一
層
高
め
、薬
学
お
よ

び
薬
業
の
進
歩・発
展
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、国
民
の
健
康
な
生
活
の
確
保・向
上

に
寄
与
す
る
、と
す
る
日
本
薬
剤
師
会
の

事
業
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

政
治
活
動
を
積
極
的
に
行
って
い
く
。

　

今
後
の
政
局
の
展
開
に
よ
っ
て
は
、

近
々
、衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
実
施
も

予
測
さ
れ
、ま
た
、平
成
二
十
五
年
七
月

に
は
、参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。薬
剤
師
職
能
が
十
二
分
に

発
揮
で
き
る
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に

は
、こ
れ
ら
の
国
政
選
挙
へ
の
対
応
が
重

要
と
な
って
く
る
。

　

新
執
行
部
体
制
の
も
と
で
全
会
員
が一

丸
と
な
り
、薬
剤
師
を
取
り
巻
く
課
題

を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
年
、三
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
二

十
三
年
度
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、会
長
と
し
て

再
任
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、新
執
行
部
に
対
し
ま
し
て
も

引
き
続
き
の
ご
支
援・ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
の
新
執
行
部
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

任
期
中
に〝
衆
参
両
選
挙
〞を
控
え
て
い
ま
す
こ
と

か
ら
、会
員
対
策
と
し
て
、老
壮
青
と
い
う
幅
広
い
年

齢
層
で
、か
つ
実
行
力
を
重
視
し
た
体
制
と
な
り
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
二
週
間
に
一
回
の
割
合
で
開
催
さ

れ
る
常
任
総
務
会
に
次
世
代
の
常
任
総
務
が
加
わ

り
、更
に
、企
画
実
行
委
員
会
、青
年
部
、女
性
部
等

の
若
返
り
を
促
進
。加
え
て
、組
織
強
化
を
目
的
と

し
た
、組
織
委
員
会
を
新
た
に
設
置
す
る
な
ど
と
し

て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
新
体
制
の
も
と
、本
年
度
特
に
重

要
な
次
の
よ
う
な
当
面
の
政
治
課
題
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
問
題
②
消
費
税
増
税
問
題

③
チ
ー
ム
医
療（
特
定
看
護
師
）
④
薬
事
法
関
係

⑤
T
P
P
⑥
衆
参
両
選
挙
、等
々

　

な
お
、今
年
度
も
若
手
育
成
事
業（
一泊
研
修
等
）

は
、将
来
を
見
据
え
て
更
に
促
進
し
て
い
く
予
定
で

す
の
で
、全
都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
期
目
の
幹
事
長
就
任
で
あ
り
ま
す
が
、調
剤
報

酬
の
改
定
、規
制
緩
和
の
問
題
、ま
た
そ
れ
ら
に
伴

う
様
々
な
政
治
的
な
案
件
が
目
白
押
し
で
あ
り
ま

し
た
。児
玉
孝
連
盟
会
長
を
補
佐
し
、今
年
度
も
会

員
の
皆
様
の
多
く
の
要
望
を
藤
井
も
と
ゆ
き
先
生
や

薬
剤
師
国
会
議
員
を
中
心
に
解
決
す
べ
く
、あ
ら
ゆ

る
手
段
を
行
使
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
政
治
状
況
を
み
る
と
、い
つ
解
散
総
選
挙
に

成
る
か
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、多
く
の
情
報
か
ら

察
す
る
に
、そ
ん
な
に
遠
く
な
い
う
ち
に
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。地
区
の
薬
剤
師
連
盟
で
は
、

様
々
な
事
情
の
中
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も

十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
。日
本
薬
剤
師
連
盟
で
は

出
来
る
だ
け
早
く
方
針
を
作
成
し
、お
知
ら
せ
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ど
う
か
そ
れ
ま

で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
小
選
挙
区
で
の
情
報
を
入
手
し

て
、分
析
を
開
始
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
連
盟
で
は
常
任
総
務
や
総
務
も
新
し
い

方
に
も
多
く
入
っ
て
も
ら
い
、企
画
実
行
委
員
会
、青

年
部
、女
性
部
も
一
新
し
て
若
手
に
ど
ん
ど
ん
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
い
く
体
制
作
り
も
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
、政
治
を
目
指
す
若
い
薬
剤
師
の
発
掘

も
並
行
し
て
や
って
い
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、来
年
に
迫
っ
た
参
議
院
の
通
常
選
挙
に

お
い
て
、全
国
比
例
区
の
対
応
に
つ
い
て
は
、今
の
政

局
と
他
の
医
療
団
体
の
動
向
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、熟
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。力
不

足
の
私
で
あ
り
ま
す
が
、児
玉
会
長
は
じ
め
と
し
た

役
員
の
皆
様
方
や
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

の
も
と
で
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、児
玉
孝
会
長
よ
り
日
本
薬
剤
師
連
盟

副
会
長
の
任
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、北
海
道
薬
剤

師
連
盟
会
長
の
東
洋
彰
宏
で
す
。

　

連
盟
の
重
要
さ
が
益
々
大
き
く
な
り
、本
体
で
あ

る
日
本
薬
剤
師
会
の
事
業
活
動
と
緊
密
に
連
携
し

て
い
る
現
在
、日
本
の
薬
剤
師
の
将
来
に
対
し
、重
責

を
負
っ
て
い
る
児
玉
会
長
を
今
ま
で
以
上
に
支
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

従
来
、北
海
道
薬
剤
師
連
盟
会
長
と
し
て
、北
海

道
選
出
の
薬
剤
師
議
員
で
あ
る
三
井
辨
雄
先
生
、逢

坂
誠
二
先
生
と
の
連
携
を
重
視
し
、日
薬
連
盟
常
任

総
務
と
し
て
我
々
の
代
表
で
あ
る
藤
井
基
之
先
生
、

薬
剤
師
議
員
で
あ
る
松
本
純
先
生
、樋
口
俊
一先
生
、

は
た
と
も
こ
先
生
方
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
し

た
。

　

在
宅
医
療
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、消
費
税
と
医
療
の
問
題
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
問
題
、薬
事
法
改
正
、チ
ー
ム
医
療
の

問
題
な
ど
次
々
と
生
じ
る
様
々
な
テ
ー
マ
に
素
早
く

対
応
し
な
け
れ
ば
、薬
剤
師
の
医
療
に
お
け
る
立
場

は
低
下
す
る一方
で
す
。

　

全
て
の
会
員
の
皆
様
の
ご
支
持・ご
協
力
を
頂
い
て

薬
剤
師
の
職
域
の
拡
大・確
立
を
目
指
し
て
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

風力計

あなたの声を聞かせてください!

よりわかりやすい紙面を目指して……

日本薬剤師連盟ファーマくんメールBOX
携帯電話のバーコードリーダーをかざしてください

・こんな特集を組んでほしい
・政治のココがわからない…
・連盟や薬剤師議員の具体的な活動は?　など…
何でも気軽にメールしてください!

寄せられた
メールのご紹介

本当の敵は……無関心!!
相次ぐ若手薬剤師会の設立、活動を再確認。

薬剤師が団結するのは今!

　71歳の薬剤師です。昨年3月末で保険薬局を閉めました。調剤経験は病院35年、保険薬局10年です。勿論今も日薬会員です。
薬剤師の法的な独立を目指して思いを巡らしています。
　多くの保険薬剤師は現状で満足しているようです。そんな薬剤師が増えて、そして薬剤師はいなくなった。忙しさの中でも自身を見
つめ、発信する独立した薬剤師になる努力をしてほしいものです。

平成25年までに全国27の都県で若手薬剤師主体の部会、サークルが存在することが、先の当連盟全
国調査により判明した。
今こそ、顔の見える薬剤師に、自分たちの意見が言える薬剤師に変身するときなのだ!
先人たちの努力を糧に飛躍せよ、若手薬剤師の諸君。先輩たちとともに薬剤師魂を覚醒させよ!

薬
剤
師
職
能
確
立
の
た
め
の
連
盟
活
動
へ
の

御
理
解
、御
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

四
期
目
の
幹
事
長
で
す
。気
持
ち
も
新
た
に

政
権
再
編
成
を
期
待
し
つ
つ
頑
張
り
ま
す
。

民
の
た
め

　千
辛
万
苦
を
乗
り
越
え
た
先
達

の
志
を
糧
に
前
進
あ
る
の
み
。

連
盟
の
大
切
さ
、連
盟
活
動
へ
の
参
加
を
う
っ

た
え
る
。

被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
、連
盟
の
パ
ワ
ー
を
。

一
日
を
一
生
と
し
て
、生
き
る
。

一
人
一
人
が
連
盟
の
役
員
の
つ
も
り
で
活
動

 

し
ま
し
ょ
う
。

薬
剤
師
の
職
域
を
守
る
べ
く
、連
盟
活
動
に

体
当
た
り
で
臨
む
所
存
で
す
。

雲
外
に
蒼
天
あ
り

　前
進
あ
る
の
み
。

木俣博文

兵庫県企画実行委員会
『兵薬連だより』の発行

若手薬剤師フォーラムの企画・実行
他、連盟活動の企画・実行

茨城県薬剤師青年部の会
若手薬剤師フォーラムの企画、運営
若手薬剤師の意見交換会の開催

若手薬剤師の意識啓発研修会の開催

群馬県青年部組織強化委員会
イベントの企画と実施

若手薬剤師への入会促進活動

千葉県若手薬剤師フォーラム委員会
現在はフォーラムの開催準備

選挙時には別の活動の可能性もあり

山梨県若手薬剤師会
若手フォーラム開催の運営、及び参加
会議・勉強会等で政治の必要性を説明

東京都薬剤師連盟　PGN部会
支部PGN部会　講演会・フォーラム等開催
※PGN：Pharmacist Gown Network

新潟県薬剤師会青年部
青年部集会・研修会等の開催
薬物乱用防止キャンペーン
日薬学術大会ツアー等

三重県女性・若手の会
若手薬剤師を集めた勉強会・交流会

政治に関する勉強会
政治活動の手伝い等

奈良県薬剤師連盟　青年局
若手の研修会の企画・実行
若手フォーラム等の運営

和歌山県薬剤師会青年部会
卸配送センター見学会参加
災害支援ボランティア参加
スキルアップセミナー開催等

岡山県若手薬剤師フォーラム
講演会、討論会

広島県青年薬剤師会
1971年創立。研修会・懇親会の開催、会報の発行

香川県薬剤師会青年部
勉強会、研修会、吸入ワークショップ等開催
若手フォーラムの参加（政治活動のフォロー）

新規の県薬会員を募る

愛媛若手薬剤師の会
若手薬剤師間の交流を図る目的

熊本県藤井もとゆき
薬剤師後援会若手部会

各選挙での活動、連絡網の構築
研修会企画と参加

大分県若手薬剤師の会
後援会開催等

宮崎県若手薬剤の会　翔
研修会・親睦会等の開催

支部での若手薬剤師の連携強化

沖縄県青年薬剤師会
研修会・勉強会・交流会の開催
健康とおくすり相談会への参加等

若手薬剤師の意識啓発研修会の開催

千葉県若手薬剤師フォーラム委員会岡山県若手薬剤師フォーラム

研修会・懇親会の開催、会報の発行
若手フォーラム開催の運営、及び参加
会議・勉強会等で政治の必要性を説明

東京都薬剤師連盟　PGN部会
支部PGN部会　講演会・フォーラム等開催
※P

三重県女性・若手の会大分県若手薬剤師の会

北海道

岩手秋田

山形 宮城

福島

埼玉

栃木

富山
石川

福井

滋賀

大阪

京都鳥取島根山口

鹿児島 高知 徳島

長
崎

岐阜

愛知

長野

静岡

★ 薬剤師会帰属の会
☆ 薬剤師連盟帰属の会
◎ その他の会

★

★

★

★★
★

★
★

★★

★

★

★

★

★

★

★ ☆☆

◎

◎
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新
た
な
医
薬
品
販
売
制
度
と
法
令
遵
守
の
ポ
イ
ン
ト

 
H
O
T
ピ
ッ
ク
ス

公
益
社
団
法
人
日
本
薬
剤
師
会　

副
会
長　
生
出　

泉
太
郎

　

改
正
薬
事
法
は
、
本
年
六
月
一
日
か

ら
完
全
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
こ
で

は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
経
過
措
置
で

あ
っ
た
点
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

第
一
類
医
薬
品
の
陳
列

（
第
一
類
医
薬
品
陳
列
区
画
の
設
置
）

　

「
第
一
類
医
薬
品
陳
列
区
画
」
の
設

置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
第
一
類
医
薬

品
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
第
一
類
医
薬

品
を
陳
列
設
備
か
ら
一・
二
ｍ
以
内
に
消

費
者
が
進
入
で
き
な
い
措
置
を
施
し
た

「
第
一
類
医
薬
品
陳
列
区
画
」
を
設
置

し
た
上
、
陳
列
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
鍵
を
か
け
た
陳
列
設
備

か
消
費
者
が
直
接
手
の
触
れ
ら
れ
な
い

陳
列
設
備
に
陳
列
し
て
い
る
場
合
は
、

消
費
者
が
進
入
で
き
な
い
措
置
を
実
施

し
な
く
と
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
第
二
類
医
薬
品
は
、
情
報
提

供
場
所
か
ら
七
ｍ
以
内
の
範
囲
ま

た
は
消
費
者
が
触
れ
ら
れ
な
い
場

所
に
陳
列

　

指
定
第
二
類
医
薬
品
は
、
情
報
提
供

場
所
か
ら
七
ｍ
以
内
の
範
囲
に
陳
列
す

る
か
、
も
し
く
は
消
費
者
が
触
れ
ら
れ

な
い
場
所
と
し
て
「
陳
列
設
備
か
ら

一・
二
ｍ
以
内
に
消
費
者
が
進
入
で
き

な
い
措
置
」
と
い
う
要
件
が
付
き
ま

す
。

調
剤
室
に
消
費
者
が
進
入
で
き
な
い

措
置
を
施
す
こ
と

　

一
般
用
医
薬
品
や
第
一
類
医
薬
品
を

販
売
し
な
い
時
間
は
、
陳
列
す
る
場
所

を
閉
鎖
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
用
医
薬
品
を
販
売
し
な
い
営
業
時

間
は
、
一
般
用
医
薬
品
の
陳
列
や
交
付

す
る
場
所
を
閉
鎖
し
、
第
一
類
医
薬
品

を
販
売
し
な
い
営
業
時
間
は
、
第
一
類

医
薬
品
の
陳
列
場
所
を
閉
鎖
し
て
く
だ

さ
い
（
鍵
を
か
け
た
陳
列
設
備
に
第
一

類
医
薬
品
を
陳
列
し
て
い
る
場
合
は
、

閉
鎖
し
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
。

ま
た
、
閉
鎖
し
た
区
画
の
入
り
口
に

「
専
門
家
不
在
の
た
め
販
売
で
き
な

い
」
旨
を
表
示
。

情
報
提
供
場
所
の
設
置

　

情
報
提
供
場
所
の
設
置
は
調
剤
さ
れ

た
薬
剤
、
薬
局
医
薬
品
に
つ
い
て
も
同

様
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
記
の
要

件
を
満
た
す
場
所
を
調
剤
さ
れ
た
薬

剤
、
薬
局
医
薬
品
、
一
般
用
医
薬
品
の

販
売
等
の
際
の
情
報
提
供
を
実
施
す
る

場
所
と
し
て
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
①
調
剤
室
に
近
接
、
②
第
一
類
を

陳
列
す
る
場
合
は
、
第
一
類
医
薬
品
陳

列
区
画
の
内
部
ま
た
は
近
接
。
③
指
定

第
二
類
を
陳
列
す
る
場
合
は
、
指
定
第

二
類
の
陳
列
設
備
か
ら
七
ｍ
以
内
。
た

だ
し
、
鍵
を
か
け
た
陳
列
設
備
か
指
定

第
二
類
の
陳
列
場
所
か
ら
一・
二
ｍ
以

内
に
消
費
者
が
進
入
で
き
な
い
措
置
を

と
っ
て
い
る
場
合
は
除
外
。
④
二
以
上

の
階
で
医
薬
品
を
陳
列
し
て
い
る
場
合

は
、
各
階
の
医
薬
品
を
陳
列
し
て
い
る

場
所
の
内
部
に
設
置
。

　

複
数
の
情
報
提
供
場
所
が
あ
る
場
合

に
は
、
い
ず
れ
か
の
設
備
が
適
合
し
て

い
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

薬
局
に
お
け
る
掲
示

　

薬
局
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
事

項
、
一
般
用
医
薬
品
の
販
売
に
関
す
る

制
度
に
関
す
る
事
項
を
薬
局
内
に
掲
示

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
一
般
用
医

薬
品
の
扱
い
が
な
く
て
も
掲
示
が
必
要
で

す
）
。

※
日
薬
会
員
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
例
示
あ
り

薬
局
に
は
薬
剤
師
が
常
駐
す
る
こ
と

（
い
な
い
と
き
は
閉
局
）

　

従
事
す
る
薬
剤
師
及
び
登
録
販
売
者

の
週
あ
た
り
勤
務
時
間
数
の
総
和
を
情

報
提
供
場
所
の
数
で
除
し
た
値
が
、
当

該
薬
局
の
週
あ
た
り
営
業
時
間
の
総
和

以
上
で
あ
る
こ
と
。
一
般
用
医
薬
品
を

販
売
す
る
週
あ
た
り
営
業
時
間
が
、
当

該
薬
局
の
週
あ
た
り
営
業
時
間
の
総
和

の
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
第
一
類
を
販
売
す
る
場
合
、
第

　

内
閣
府
行
政
刷
新
会
議
の
規
制
制
度

改
革
に
関
す
る
分
科
会
は
、
過
去
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
改
革
事
項
に
関
す
る
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

本
年
四
月
十
日
（
火
）
、
官
邸
で
開

催
さ
れ
た
同
分
科
会
で
は
、
各
府
省
に

対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
、
医
療
分
野
で
は
、
①
保
険

外
併
用
療
養
費
の
範
囲
拡
大
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
用
促
進
（
遠
隔
医
療
、
特
定
健
診

保
健
指
導
）
③
一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
販
売
規
制
の
見
直
し
④

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
⑤
ド
ラ
ッ

グ
、
デ
バ
イ
ス
ラ
グ
の
更
な
る
解
消
⑥

再
生
医
療
の
推
進
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
対

象
と
さ
れ
た
。

　

「
保
険
外
併
用
療
養
費
の
範
囲
拡
大
」

は
い
わ
ゆ
る
「
混
合
診
療
の
緩
和
」
を

求
め
て
い
る
も
の
で
、
分
科
会
で
は
、

先
進
医
療
等
の
許
可
の
緩
和
、
審
査
の

効
率
化
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
は
、
遠
隔
診
療

に
お
け
る
電
子
処
方
せ
ん
の
活
用
が
課

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
に
つ
い
て
は
、
「
第
三
類
医
薬
品

以
外
の
医
薬
品
の
薬
局
・
薬
店
に
よ
る

郵
便
販
売
及
び
そ
の
他
の
工
夫
も
含

め
、
当
面
の
合
理
的
な
規
制
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
、
可
能
な
限
り
、
早

期
に
結
論
を
得
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

分
科
会
は
、
本
年
六
月
ま
で
に
評

価
・
指
摘
事
項
を
決
定
す
る
と
し
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
本
連
盟
に
お
い
て
は
、
安
易
な
緩

和
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
活
動
を
強
め
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

一
類
を
販
売
す
る
週
あ
た
り
営
業
時
間

が
、
一
般
用
医
薬
品
を
販
売
す
る
週
あ

た
り
営
業
時
間
の
総
和
の
二
分
の
一
以

上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

週
あ
た
り
勤
務
時
間
数
は
、
通
常
の

勤
務
体
制
に
よ
り
当
該
薬
局
で
勤
務
す

る
時
間
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
と
し
、

通
常
の
勤
務
体
制
が
変
更
さ
れ
た
場
合

は
変
更
届
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
一

時
的
な
休
暇
や
そ
れ
に
伴
う
補
充
の
場

合
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

通
常
の
勤
務
体
制
に
お
い
て
シ
フ
ト
勤

務
等
に
よ
る
週
あ
た
り
勤
務
時
間
数
の

変
動
が
あ
る
場
合
は
、
週
平
均
に
よ
り
算

出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
管
理
や
情
報
提
供
等
に
関
す
る

指
針
と
手
順
書
を
備
え
る
こ
と

　

こ
れ
ま
で
の
安
全
管
理
に
関
す
る
指

針
・
手
順
書
に
加
え
、
情
報
提
供
等
に

関
す
る
指
針
・
手
順
書
を
作
成
し
、
備

え
付
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
日
薬
会
員
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
例
示
あ
り

　

薬
局
薬
剤
師
が
一
般
用
医
薬
品

供
給
の
役
割
を
再
認
識
し
、
当
然

の
義
務
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

薬
事
法
遵
守
の
た
め
、
改
め
て
薬

局
等
の
体
制
の
点
検
を
実
施
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

編
集

後
記
編
集

後
記

藤井もとゆき国会レポート

Report
2大臣に対する問責決議案が可決される

　通常国会においては、政府の国会運営の不手際で平成24年度政府予算案を前年度
中に成立させることができず、短期間ではありますが、14年ぶりの暫定予算による対応と
なりました。
　予算案は4月5日（木）の参議院本会議で、賛成110票、反対129票で否決されました
が、憲法第60条の予算に関する衆議院優越の規定により、同日成立しました。しかし、
昨年と同様に予算関連法案、特に歳入の4割を確保するための特例公債法案の成立に目
処が立っておらず、2年連続で財源の裏付けのない状態での予算執行となりました。
　ところで、4月20日（金）の参議院本会議で田中直紀防衛大臣と前田武志国土交通大
臣に対する問責決議案が可決されました。問責決議案は18日（水）に、自民党、みんな
の党、新党改革の3党共同で提出されたもので、田中大臣については、就任以来の国会
答弁や北朝鮮の長距離弾道ミサイル発射への対応等で防衛大臣としての資質が問われ
るとして、前田大臣については、岐阜県下呂市長選で特定候補者の支援を求める文書を
地元建設業協会に送付したことが公職選挙法違反に当たるのではないかとして提出され
たものであります。
　問責決議とは、議会において閣僚等の責任を問うことを内容とする議決のことで、法
的拘束力はありませんが、一定の政治的な意味があると考えられており、今国会の最大の
焦点である消費増税法案に対する、今後の国会審議の動きに影響があるものと思われま
す。
　野田内閣になって以降4人目（上記の2大臣のほか、一川保夫防衛大臣、山岡賢次国
家公安委員長兼消費者及び食品安全担当大臣）、政権交代以降では更に2大臣（仙谷由
人内閣官房長官、馬淵澄夫国土交通大臣）に対して問責決議案が提出され、いずれも可
決されています。田中・前田両大臣以外の4大臣は問責決議案の可決1～2カ月後の内閣
改造により退任しています。
　自公政権下においても問責決議案が提出されていましたが、2年間に6名の大臣が対
象となり、すべて可決となったことは政権への信頼の低さを如実に表しているものと考え
ています。これからの国会審議がどのようになるのか心配です。

　

二
〇
一
二
年
三
月
、
隣
町
に

「
坂
村
真
民
記
念
館
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
人
生
の
悲
し
み
や
喜
び

を
表
現
し
た
詩
や
人
生
観
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
。
代
表
作
に
「
念

ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」
の
詩
が
あ

る
。

　

愛
媛
県
薬
剤
師
会
に
は
三
つ
の

目
標
が
あ
っ
た
。

　

一
九
九
八
年
、
愛
媛
県
の
分
業

率
は
五
％
、
分
業
後
進
県
だ
っ

た
。
関
係
者
と
の
協
議
、
先
進
県

訪
問
、
や
れ
る
こ
と
を
実
施
す
る

も
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
。
訪
問
し

た
広
域
病
院
か
ら
は
、
六
カ
所
あ

る
県
立
病
院
の
分
業
化
の
動
向
に

注
視
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
こ

で
県
政
関
係
者
、
国
会
議
員
に
お

願
い
す
る
も
一
向
に
進
ま
ず
。

　

当
時
の
県
政
は
閉
塞
的
状
況
に

陥
っ
て
い
て
、
も
の
も
言
え
な
い

沈
滞
を
極
め
て
い
た
状
況
で
あ
っ

た
。
加
戸
守
行
氏
（
愛
媛
県
八
幡

浜
出
身
、
文
部
科
学
省
（
当
時
文

部
省
）
が
県
知
事
選
挙
に
出
馬
す

る
と
の
こ
と
。
医
師
会
、
歯
科
医

師
会
は
現
職
に
、
薬
剤
師
会
は
加

戸
氏
支
持
の
た
め
、
袂
を
分
か
つ

戦
い
と
な
っ
た
。
応
援
の
た
め
、

日
本
薬
剤
師
連
盟
に
役
員
の
派
遣

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
年

の
暮
れ
、
同
連
盟
幹
事
長
兼
副
会

長
の
境
野
雅
憲
先
生
が
ご
病
態
を

押
し
て
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、

我
々
は
驚
き
と
と
も
に
有
難
く
感

謝
を
申
し
上
げ
た
。

　

そ
の
夜
、
境
野
先
生
か
ら
、
選

挙
の
こ
と
、
石
舘
守
三
会
長
の
薬

剤
師
と
し
て
の
理
念
な
ど
、
貴
重

な
お
話
を
伺
い
、
先
輩
達
の
人
間

と
し
て
、
薬
剤
師
と
し
て
、
意
識

の
高
さ
と
行
動
力
に
敬
意
と
感
動

の
念
を
抱
い
た
。

　

選
挙
戦
中
、
加
戸
候
補
者
に
密

着
、
翌
年
一
九
九
九
年
一
月
三
日

の
選
挙
、
大
差
で
勝
利
。
日
薬
連

盟
か
ら
祝
電
を
い
た
だ
く
。

　

慶
び
も
束
の
間
、
境
野
先
生
の
訃

報
。
高
知
県
薬
の
岡
本
友
男
会
長
と

上
京
し
、
お
通
夜
並
び
に
告
別
式
に

参
列
し
て
霊
前
に
知
事
選
の
大
勝
を

報
告
。
か
け
が
え
の
な
い
大
事
な
人

と
の
惜
別
と
な
っ
た
。

　

新
し
い
知
事
と
な
っ
た
加
戸
氏

は
明
る
く
、
爽
や
か
で
、
活
力
あ

る
故
郷
愛
媛
を
め
ざ
し
、
二
〇
一

〇
年
十
一
月
、
三
期
十
二
年
数
々

の
ご
功
績
を
残
さ
れ
退
任
さ
れ

た
。

　

当
然
、
県
立
六
病
院
の
完
全
分

業
を
は
じ
め
三
つ
の
目
標
も
実
現

し
た
。

医薬分業が辿ってきた道

第八回

第三部

連盟よもやま話

愛
媛
県
薬
剤
師
連
盟
元
会
長
　

澤
田
　
乙
吉

念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く

薬剤師地方議員活動報告

山形県天童市議会議員　
山口　桂子（東北薬科大学昭和59年卒）

震災と原発の
風評被害を
吹き飛ばそう!

　1年前の震災の時、山形空港は24時間運用の
一大空輸基地と化し、大量の支援物資を、仙台市
他各地に届ける作戦の鍵となりました。
　私も南三陸町に薬剤師ボランティアとして入りま
した。太平洋3県は被災地として全国の認知があり
ますが、山形県民は控えめな性格なのか、被害のこ
とを声高には言わず、福島からの避難民13,000人
を黙って受け入れ、その生活を支えています。
　震災直後3か月は工事事業者の宿泊、弁当・食
料の供給に奔走し、その割にガソリン・燃料等の
補給は太平洋3県の後回しになり、かなりしんどい
思いをしてきました。でも山形の人は粘り強いので
す。愚痴ではなく、観光誘客で皆様に訴えます。
　天童市は人口62,000人、山形県のほぼ中央に
あり、将棋駒で有名です。名人戦などのタイトル戦
は数知れず、将棋ファンには堪らない聖地です。
他にも出羽桜の日本酒やワイン、サクランボ、リン
ゴ、天童木工の家具、縁結びの若松寺、天童温泉
もあり、皆様のお越しをお待ちしています。
　風評被害なんて吹き飛ばせ!　私たちは元気に
日々の活動に励んでいるのです。

支
部
だ
よ
り

　
今
回
、
初
め
て
島

根
県
薬
剤
師
連
盟
単

独
で
、
若
手
薬
剤
師

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、

何
十
年
ぶ
り
と
い
う

大
雪
の
中
、
中
本
行

宣
先
生
、
大
森
眞
樹

先
生
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
薬
剤
師
連
盟
の
様
子
な
ど
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
他
県
で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る
先
生
も
お
り
ま
し
た
が
、
薬

剤
師
連
盟
の
活
動
や
影
響
力
に
つ
い
て
、
初

め
て
聞
く
と
い
う
先
生
も
多
く
、
興
味
を
も

っ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夜
中

ま
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
で
は
、
翌
日
の
発

表
で
居
眠
り
を
す
る
方
が
多
い
と
い
う
反
省

点
か
ら
、
班
ご
と
で
夕
食
を
摂
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
場
を
使
っ
て
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
翌
朝
、
中
本
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
い

た
後
に
、
ま
と
め
の
作
業
、
そ
の
後
発
表
と

い
う
流
れ
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
寝
不
足
で

疲
れ
て
い
る
と
い
う
様
子
も
な
く
、
健
康
的

な
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
移

動
時
間
、
参
加
人
数
な
ど
の
関
係
で
、
と
に

か
く
時
間
が
な
い
た
め
、
主
催
者
、
参
加
者

と
も
に
、
か
な
り
無
理
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
後
に
体
調
を
崩
す
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
は
、

地
域
独
自
の
開
催
方
法
で
行
う
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
参
加
し
や
す
い
会
に
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
発
表
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
勤
務
形

態
に
よ
っ
て
意
見
が
異
な
り
、
そ
れ
ま
で
気

が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
も
認
識
で
き
ま
し

た
。
初
め
て
お
会
い
す
る
先
生
も
多
く
、
次

世
代
の
先
生
同
士
の
交
流
が
で
き
た
こ
と
が

一
番
の
収
穫
で
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
薬
剤
師
の
仲
間
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場
を
作
っ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。夢

現

　

夢
を
実
現
す
る

　
新
し
く
ス
タ
ー
ト
を
し
た
六
年
制

薬
学
部
の
第
一
期
生
の
み
な
さ
ん
、

就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の『
日
薬
連
盟
だ
よ
り
』が
薬

局
等
に
配
ら
れ
る
こ
ろ
に
は
、期
待

と
不
安
を
抱
え
つ
つ
業
務
に
神
経

を
す
り
減
ら
し
、毎
日
へ
と
へ
と
に

な
り
な
が
ら
仕
事
を
覚
え
よ
う
と

必
死
の
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
無
限
の
可
能
性
、信
じ
る
者
の
み

夢
現
」。

　
順
風
満
帆
の
人
生
な
ん
て
な
い
。

う
ま
く
い
く
時
も
あ
れ
ば
、う
ま
く

い
か
な
い
時
も
あ
る
。う
ま
く
い
く

時
は
周
り
に
感
謝
す
る
時
、う
ま
く

い
か
な
い
時
は
今
ま
で
の
自
分
を
変

化
さ
せ
る
時
で
す
。ま
ず
は
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の

夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
下
さ
い
。

　
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
日
本

薬
剤
師
連
盟
も
同
じ
で
す
。思
い
起

こ
せ
ば
前
期
は
た
い
へ
ん
な
二
年
間

で
し
た
。藤
井
基
之
氏
を
当
選
に

導
い
た
参
議
院
議
員
選
挙
、東
日

本
大
震
災
対
応
、国
家
公
務
員
薬

剤
師
俸
給
表
改
善
な
ど
数
々
の
苦

難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
成
果
を
残

し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
各
都
道
府

県
薬
連
盟
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
薬
剤
師
会
の「
夢
現
」。す
べ
て
の

薬
剤
師
の
職
能
を
確
立
す
る
た
め
に

は
、連
盟
組
織
は
車
の
両
輪
で
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
新
人
薬
剤
師
に『
日
薬
連
盟

だ
よ
り
』を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
！

編
集
委
員

中
本
　
行
宣
　
岩
本
　
　
研

生
出
泉
太
郎
　
渡
辺
　
　
徹

大
橋
　
　
均
　
大
原
　
　
整

溝
渕
　
庄
児
　
豊
見
　
　
敦

－
－

む

げ
ん

む
げ
ん

げ
ん

　

二
〇
一
二
年
六
月
一
日
改
正
薬
事
法
完
全
施
行
に
向
け
て

－
－

規
制
制
度
分
科
会
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
項
ヒ
ア
リ
ン
グ
開
始

ネ
ッ
ト
等
販
売
規
制
の
見
直
し
な
ど

会
員
の
皆
様
へ

む

島
根
県
薬
剤
師
会
浜
田
支
部　

安
掛　
光
裕　
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新
た
な
医
薬
品
販
売
制
度
と
法
令
遵
守
の
ポ
イ
ン
ト

 

H
O
T
ピ
ッ
ク
ス

公
益
社
団
法
人
日
本
薬
剤
師
会　

副
会
長　
生
出　

泉
太
郎

　

改
正
薬
事
法
は
、
本
年
六
月
一
日
か

ら
完
全
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
こ
で

は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
経
過
措
置
で

あ
っ
た
点
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

第
一
類
医
薬
品
の
陳
列

（
第
一
類
医
薬
品
陳
列
区
画
の
設
置
）

　

「
第
一
類
医
薬
品
陳
列
区
画
」
の
設

置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
第
一
類
医
薬

品
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
第
一
類
医
薬

品
を
陳
列
設
備
か
ら
一・
二
ｍ
以
内
に
消

費
者
が
進
入
で
き
な
い
措
置
を
施
し
た

「
第
一
類
医
薬
品
陳
列
区
画
」
を
設
置

し
た
上
、
陳
列
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
鍵
を
か
け
た
陳
列
設
備

か
消
費
者
が
直
接
手
の
触
れ
ら
れ
な
い

陳
列
設
備
に
陳
列
し
て
い
る
場
合
は
、

消
費
者
が
進
入
で
き
な
い
措
置
を
実
施

し
な
く
と
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
第
二
類
医
薬
品
は
、
情
報
提

供
場
所
か
ら
七
ｍ
以
内
の
範
囲
ま

た
は
消
費
者
が
触
れ
ら
れ
な
い
場

所
に
陳
列

　

指
定
第
二
類
医
薬
品
は
、
情
報
提
供

場
所
か
ら
七
ｍ
以
内
の
範
囲
に
陳
列
す

る
か
、
も
し
く
は
消
費
者
が
触
れ
ら
れ

な
い
場
所
と
し
て
「
陳
列
設
備
か
ら

一・
二
ｍ
以
内
に
消
費
者
が
進
入
で
き

な
い
措
置
」
と
い
う
要
件
が
付
き
ま

す
。

調
剤
室
に
消
費
者
が
進
入
で
き
な
い

措
置
を
施
す
こ
と

　

一
般
用
医
薬
品
や
第
一
類
医
薬
品
を

販
売
し
な
い
時
間
は
、
陳
列
す
る
場
所

を
閉
鎖
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
用
医
薬
品
を
販
売
し
な
い
営
業
時

間
は
、
一
般
用
医
薬
品
の
陳
列
や
交
付

す
る
場
所
を
閉
鎖
し
、
第
一
類
医
薬
品

を
販
売
し
な
い
営
業
時
間
は
、
第
一
類

医
薬
品
の
陳
列
場
所
を
閉
鎖
し
て
く
だ

さ
い
（
鍵
を
か
け
た
陳
列
設
備
に
第
一

類
医
薬
品
を
陳
列
し
て
い
る
場
合
は
、

閉
鎖
し
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
。

ま
た
、
閉
鎖
し
た
区
画
の
入
り
口
に

「
専
門
家
不
在
の
た
め
販
売
で
き
な

い
」
旨
を
表
示
。

情
報
提
供
場
所
の
設
置

　

情
報
提
供
場
所
の
設
置
は
調
剤
さ
れ

た
薬
剤
、
薬
局
医
薬
品
に
つ
い
て
も
同

様
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
記
の
要

件
を
満
た
す
場
所
を
調
剤
さ
れ
た
薬

剤
、
薬
局
医
薬
品
、
一
般
用
医
薬
品
の

販
売
等
の
際
の
情
報
提
供
を
実
施
す
る

場
所
と
し
て
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
①
調
剤
室
に
近
接
、
②
第
一
類
を

陳
列
す
る
場
合
は
、
第
一
類
医
薬
品
陳

列
区
画
の
内
部
ま
た
は
近
接
。
③
指
定

第
二
類
を
陳
列
す
る
場
合
は
、
指
定
第

二
類
の
陳
列
設
備
か
ら
七
ｍ
以
内
。
た

だ
し
、
鍵
を
か
け
た
陳
列
設
備
か
指
定

第
二
類
の
陳
列
場
所
か
ら
一・
二
ｍ
以

内
に
消
費
者
が
進
入
で
き
な
い
措
置
を

と
っ
て
い
る
場
合
は
除
外
。
④
二
以
上

の
階
で
医
薬
品
を
陳
列
し
て
い
る
場
合

は
、
各
階
の
医
薬
品
を
陳
列
し
て
い
る

場
所
の
内
部
に
設
置
。

　

複
数
の
情
報
提
供
場
所
が
あ
る
場
合

に
は
、
い
ず
れ
か
の
設
備
が
適
合
し
て

い
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

薬
局
に
お
け
る
掲
示

　

薬
局
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
事

項
、
一
般
用
医
薬
品
の
販
売
に
関
す
る

制
度
に
関
す
る
事
項
を
薬
局
内
に
掲
示

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
一
般
用
医

薬
品
の
扱
い
が
な
く
て
も
掲
示
が
必
要
で

す
）
。

※
日
薬
会
員
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
例
示
あ
り

薬
局
に
は
薬
剤
師
が
常
駐
す
る
こ
と

（
い
な
い
と
き
は
閉
局
）

　

従
事
す
る
薬
剤
師
及
び
登
録
販
売
者

の
週
あ
た
り
勤
務
時
間
数
の
総
和
を
情

報
提
供
場
所
の
数
で
除
し
た
値
が
、
当

該
薬
局
の
週
あ
た
り
営
業
時
間
の
総
和

以
上
で
あ
る
こ
と
。
一
般
用
医
薬
品
を

販
売
す
る
週
あ
た
り
営
業
時
間
が
、
当

該
薬
局
の
週
あ
た
り
営
業
時
間
の
総
和

の
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
第
一
類
を
販
売
す
る
場
合
、
第

　

内
閣
府
行
政
刷
新
会
議
の
規
制
制
度

改
革
に
関
す
る
分
科
会
は
、
過
去
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
改
革
事
項
に
関
す
る
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

本
年
四
月
十
日
（
火
）
、
官
邸
で
開

催
さ
れ
た
同
分
科
会
で
は
、
各
府
省
に

対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
、
医
療
分
野
で
は
、
①
保
険

外
併
用
療
養
費
の
範
囲
拡
大
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
用
促
進
（
遠
隔
医
療
、
特
定
健
診

保
健
指
導
）
③
一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
販
売
規
制
の
見
直
し
④

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
⑤
ド
ラ
ッ

グ
、
デ
バ
イ
ス
ラ
グ
の
更
な
る
解
消
⑥

再
生
医
療
の
推
進
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
対

象
と
さ
れ
た
。

　

「
保
険
外
併
用
療
養
費
の
範
囲
拡
大
」

は
い
わ
ゆ
る
「
混
合
診
療
の
緩
和
」
を

求
め
て
い
る
も
の
で
、
分
科
会
で
は
、

先
進
医
療
等
の
許
可
の
緩
和
、
審
査
の

効
率
化
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
は
、
遠
隔
診
療

に
お
け
る
電
子
処
方
せ
ん
の
活
用
が
課

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
に
つ
い
て
は
、
「
第
三
類
医
薬
品

以
外
の
医
薬
品
の
薬
局
・
薬
店
に
よ
る

郵
便
販
売
及
び
そ
の
他
の
工
夫
も
含

め
、
当
面
の
合
理
的
な
規
制
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
、
可
能
な
限
り
、
早

期
に
結
論
を
得
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

分
科
会
は
、
本
年
六
月
ま
で
に
評

価
・
指
摘
事
項
を
決
定
す
る
と
し
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
本
連
盟
に
お
い
て
は
、
安
易
な
緩

和
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
活
動
を
強
め
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

一
類
を
販
売
す
る
週
あ
た
り
営
業
時
間

が
、
一
般
用
医
薬
品
を
販
売
す
る
週
あ

た
り
営
業
時
間
の
総
和
の
二
分
の
一
以

上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

週
あ
た
り
勤
務
時
間
数
は
、
通
常
の

勤
務
体
制
に
よ
り
当
該
薬
局
で
勤
務
す

る
時
間
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
と
し
、

通
常
の
勤
務
体
制
が
変
更
さ
れ
た
場
合

は
変
更
届
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
一

時
的
な
休
暇
や
そ
れ
に
伴
う
補
充
の
場

合
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

通
常
の
勤
務
体
制
に
お
い
て
シ
フ
ト
勤

務
等
に
よ
る
週
あ
た
り
勤
務
時
間
数
の

変
動
が
あ
る
場
合
は
、
週
平
均
に
よ
り
算

出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
管
理
や
情
報
提
供
等
に
関
す
る

指
針
と
手
順
書
を
備
え
る
こ
と

　

こ
れ
ま
で
の
安
全
管
理
に
関
す
る
指

針
・
手
順
書
に
加
え
、
情
報
提
供
等
に

関
す
る
指
針
・
手
順
書
を
作
成
し
、
備

え
付
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
日
薬
会
員
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
例
示
あ
り

　

薬
局
薬
剤
師
が
一
般
用
医
薬
品

供
給
の
役
割
を
再
認
識
し
、
当
然

の
義
務
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

薬
事
法
遵
守
の
た
め
、
改
め
て
薬

局
等
の
体
制
の
点
検
を
実
施
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

編
集

後
記
編
集

後
記

藤井もとゆき国会レポート

Report
2大臣に対する問責決議案が可決される

　通常国会においては、政府の国会運営の不手際で平成24年度政府予算案を前年度
中に成立させることができず、短期間ではありますが、14年ぶりの暫定予算による対応と
なりました。
　予算案は4月5日（木）の参議院本会議で、賛成110票、反対129票で否決されました
が、憲法第60条の予算に関する衆議院優越の規定により、同日成立しました。しかし、
昨年と同様に予算関連法案、特に歳入の4割を確保するための特例公債法案の成立に目
処が立っておらず、2年連続で財源の裏付けのない状態での予算執行となりました。
　ところで、4月20日（金）の参議院本会議で田中直紀防衛大臣と前田武志国土交通大
臣に対する問責決議案が可決されました。問責決議案は18日（水）に、自民党、みんな
の党、新党改革の3党共同で提出されたもので、田中大臣については、就任以来の国会
答弁や北朝鮮の長距離弾道ミサイル発射への対応等で防衛大臣としての資質が問われ
るとして、前田大臣については、岐阜県下呂市長選で特定候補者の支援を求める文書を
地元建設業協会に送付したことが公職選挙法違反に当たるのではないかとして提出され
たものであります。
　問責決議とは、議会において閣僚等の責任を問うことを内容とする議決のことで、法
的拘束力はありませんが、一定の政治的な意味があると考えられており、今国会の最大の
焦点である消費増税法案に対する、今後の国会審議の動きに影響があるものと思われま
す。
　野田内閣になって以降4人目（上記の2大臣のほか、一川保夫防衛大臣、山岡賢次国
家公安委員長兼消費者及び食品安全担当大臣）、政権交代以降では更に2大臣（仙谷由
人内閣官房長官、馬淵澄夫国土交通大臣）に対して問責決議案が提出され、いずれも可
決されています。田中・前田両大臣以外の4大臣は問責決議案の可決1～2カ月後の内閣
改造により退任しています。
　自公政権下においても問責決議案が提出されていましたが、2年間に6名の大臣が対
象となり、すべて可決となったことは政権への信頼の低さを如実に表しているものと考え
ています。これからの国会審議がどのようになるのか心配です。

　

二
〇
一
二
年
三
月
、
隣
町
に

「
坂
村
真
民
記
念
館
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
人
生
の
悲
し
み
や
喜
び

を
表
現
し
た
詩
や
人
生
観
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
。
代
表
作
に
「
念

ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」
の
詩
が
あ

る
。

　

愛
媛
県
薬
剤
師
会
に
は
三
つ
の

目
標
が
あ
っ
た
。

　

一
九
九
八
年
、
愛
媛
県
の
分
業

率
は
五
％
、
分
業
後
進
県
だ
っ

た
。
関
係
者
と
の
協
議
、
先
進
県

訪
問
、
や
れ
る
こ
と
を
実
施
す
る

も
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
。
訪
問
し

た
広
域
病
院
か
ら
は
、
六
カ
所
あ

る
県
立
病
院
の
分
業
化
の
動
向
に

注
視
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
こ

で
県
政
関
係
者
、
国
会
議
員
に
お

願
い
す
る
も
一
向
に
進
ま
ず
。

　

当
時
の
県
政
は
閉
塞
的
状
況
に

陥
っ
て
い
て
、
も
の
も
言
え
な
い

沈
滞
を
極
め
て
い
た
状
況
で
あ
っ

た
。
加
戸
守
行
氏
（
愛
媛
県
八
幡

浜
出
身
、
文
部
科
学
省
（
当
時
文

部
省
）
が
県
知
事
選
挙
に
出
馬
す

る
と
の
こ
と
。
医
師
会
、
歯
科
医

師
会
は
現
職
に
、
薬
剤
師
会
は
加

戸
氏
支
持
の
た
め
、
袂
を
分
か
つ

戦
い
と
な
っ
た
。
応
援
の
た
め
、

日
本
薬
剤
師
連
盟
に
役
員
の
派
遣

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
年

の
暮
れ
、
同
連
盟
幹
事
長
兼
副
会

長
の
境
野
雅
憲
先
生
が
ご
病
態
を

押
し
て
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、

我
々
は
驚
き
と
と
も
に
有
難
く
感

謝
を
申
し
上
げ
た
。

　

そ
の
夜
、
境
野
先
生
か
ら
、
選

挙
の
こ
と
、
石
舘
守
三
会
長
の
薬

剤
師
と
し
て
の
理
念
な
ど
、
貴
重

な
お
話
を
伺
い
、
先
輩
達
の
人
間

と
し
て
、
薬
剤
師
と
し
て
、
意
識

の
高
さ
と
行
動
力
に
敬
意
と
感
動

の
念
を
抱
い
た
。

　

選
挙
戦
中
、
加
戸
候
補
者
に
密

着
、
翌
年
一
九
九
九
年
一
月
三
日

の
選
挙
、
大
差
で
勝
利
。
日
薬
連

盟
か
ら
祝
電
を
い
た
だ
く
。

　

慶
び
も
束
の
間
、
境
野
先
生
の
訃

報
。
高
知
県
薬
の
岡
本
友
男
会
長
と

上
京
し
、
お
通
夜
並
び
に
告
別
式
に

参
列
し
て
霊
前
に
知
事
選
の
大
勝
を

報
告
。
か
け
が
え
の
な
い
大
事
な
人

と
の
惜
別
と
な
っ
た
。

　

新
し
い
知
事
と
な
っ
た
加
戸
氏

は
明
る
く
、
爽
や
か
で
、
活
力
あ

る
故
郷
愛
媛
を
め
ざ
し
、
二
〇
一

〇
年
十
一
月
、
三
期
十
二
年
数
々

の
ご
功
績
を
残
さ
れ
退
任
さ
れ

た
。

　

当
然
、
県
立
六
病
院
の
完
全
分

業
を
は
じ
め
三
つ
の
目
標
も
実
現

し
た
。

医薬分業が辿ってきた道

第八回

第三部

連盟よもやま話

愛
媛
県
薬
剤
師
連
盟
元
会
長
　

澤
田
　
乙
吉

念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く

薬剤師地方議員活動報告

山形県天童市議会議員　
山口　桂子（東北薬科大学昭和59年卒）

震災と原発の
風評被害を
吹き飛ばそう!

　1年前の震災の時、山形空港は24時間運用の
一大空輸基地と化し、大量の支援物資を、仙台市
他各地に届ける作戦の鍵となりました。
　私も南三陸町に薬剤師ボランティアとして入りま
した。太平洋3県は被災地として全国の認知があり
ますが、山形県民は控えめな性格なのか、被害のこ
とを声高には言わず、福島からの避難民13,000人
を黙って受け入れ、その生活を支えています。
　震災直後3か月は工事事業者の宿泊、弁当・食
料の供給に奔走し、その割にガソリン・燃料等の
補給は太平洋3県の後回しになり、かなりしんどい
思いをしてきました。でも山形の人は粘り強いので
す。愚痴ではなく、観光誘客で皆様に訴えます。
　天童市は人口62,000人、山形県のほぼ中央に
あり、将棋駒で有名です。名人戦などのタイトル戦
は数知れず、将棋ファンには堪らない聖地です。
他にも出羽桜の日本酒やワイン、サクランボ、リン
ゴ、天童木工の家具、縁結びの若松寺、天童温泉
もあり、皆様のお越しをお待ちしています。
　風評被害なんて吹き飛ばせ!　私たちは元気に
日々の活動に励んでいるのです。

支
部
だ
よ
り

　
今
回
、
初
め
て
島

根
県
薬
剤
師
連
盟
単

独
で
、
若
手
薬
剤
師

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、

何
十
年
ぶ
り
と
い
う

大
雪
の
中
、
中
本
行

宣
先
生
、
大
森
眞
樹

先
生
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
薬
剤
師
連
盟
の
様
子
な
ど
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
他
県
で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る
先
生
も
お
り
ま
し
た
が
、
薬

剤
師
連
盟
の
活
動
や
影
響
力
に
つ
い
て
、
初

め
て
聞
く
と
い
う
先
生
も
多
く
、
興
味
を
も

っ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夜
中

ま
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
で
は
、
翌
日
の
発

表
で
居
眠
り
を
す
る
方
が
多
い
と
い
う
反
省

点
か
ら
、
班
ご
と
で
夕
食
を
摂
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
場
を
使
っ
て
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
翌
朝
、
中
本
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
い

た
後
に
、
ま
と
め
の
作
業
、
そ
の
後
発
表
と

い
う
流
れ
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
寝
不
足
で

疲
れ
て
い
る
と
い
う
様
子
も
な
く
、
健
康
的

な
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
移

動
時
間
、
参
加
人
数
な
ど
の
関
係
で
、
と
に

か
く
時
間
が
な
い
た
め
、
主
催
者
、
参
加
者

と
も
に
、
か
な
り
無
理
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
後
に
体
調
を
崩
す
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
は
、

地
域
独
自
の
開
催
方
法
で
行
う
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
参
加
し
や
す
い
会
に
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
発
表
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
勤
務
形

態
に
よ
っ
て
意
見
が
異
な
り
、
そ
れ
ま
で
気

が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
も
認
識
で
き
ま
し

た
。
初
め
て
お
会
い
す
る
先
生
も
多
く
、
次

世
代
の
先
生
同
士
の
交
流
が
で
き
た
こ
と
が

一
番
の
収
穫
で
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
薬
剤
師
の
仲
間
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場
を
作
っ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。夢

現

　

夢
を
実
現
す
る

　
新
し
く
ス
タ
ー
ト
を
し
た
六
年
制

薬
学
部
の
第
一
期
生
の
み
な
さ
ん
、

就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の『
日
薬
連
盟
だ
よ
り
』が
薬

局
等
に
配
ら
れ
る
こ
ろ
に
は
、期
待

と
不
安
を
抱
え
つ
つ
業
務
に
神
経

を
す
り
減
ら
し
、毎
日
へ
と
へ
と
に

な
り
な
が
ら
仕
事
を
覚
え
よ
う
と

必
死
の
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
無
限
の
可
能
性
、信
じ
る
者
の
み

夢
現
」。

　
順
風
満
帆
の
人
生
な
ん
て
な
い
。

う
ま
く
い
く
時
も
あ
れ
ば
、う
ま
く

い
か
な
い
時
も
あ
る
。う
ま
く
い
く

時
は
周
り
に
感
謝
す
る
時
、う
ま
く

い
か
な
い
時
は
今
ま
で
の
自
分
を
変

化
さ
せ
る
時
で
す
。ま
ず
は
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の

夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
下
さ
い
。

　
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
日
本

薬
剤
師
連
盟
も
同
じ
で
す
。思
い
起

こ
せ
ば
前
期
は
た
い
へ
ん
な
二
年
間

で
し
た
。藤
井
基
之
氏
を
当
選
に

導
い
た
参
議
院
議
員
選
挙
、東
日

本
大
震
災
対
応
、国
家
公
務
員
薬

剤
師
俸
給
表
改
善
な
ど
数
々
の
苦

難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
成
果
を
残

し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
各
都
道
府

県
薬
連
盟
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
薬
剤
師
会
の「
夢
現
」。す
べ
て
の

薬
剤
師
の
職
能
を
確
立
す
る
た
め
に

は
、連
盟
組
織
は
車
の
両
輪
で
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
新
人
薬
剤
師
に『
日
薬
連
盟

だ
よ
り
』を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
！

編
集
委
員

中
本
　
行
宣
　
岩
本
　
　
研

生
出
泉
太
郎
　
渡
辺
　
　
徹

大
橋
　
　
均
　
大
原
　
　
整

溝
渕
　
庄
児
　
豊
見
　
　
敦

－
－

む

げ
ん

む
げ
ん

げ
ん

　

二
〇
一
二
年
六
月
一
日
改
正
薬
事
法
完
全
施
行
に
向
け
て

－
－

規
制
制
度
分
科
会
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
項
ヒ
ア
リ
ン
グ
開
始

ネ
ッ
ト
等
販
売
規
制
の
見
直
し
な
ど

会
員
の
皆
様
へ

む

島
根
県
薬
剤
師
会
浜
田
支
部　

安
掛　
光
裕　
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基盤強化に向け、課題の解決を 1

風力計 1

HOTピックス 2

支部だより 2

薬剤師地方議員活動報告 2
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Power! 4

基
盤
強
化
に
向
け
、課
題
の
解
決
を

新
執
行
部
決
ま
る

日
本
薬
剤
師
連
盟

　会
長

　児
玉

　孝

日
本
薬
剤
師
連
盟

　幹
事
長

　小
田

　利
郎

日
本
薬
剤
師
連
盟

　副
会
長

北
海
道
薬
剤
師
連
盟

　会
長

　東
洋

　彰
宏

会
長 

児
玉

　孝（
大
阪
） 

 

幹
事
長 

小
田

　利
郎（
福
岡
） 

 

副
会
長 

小
野
村

　昌（
栃
木
） 

 

副
会
長 

中
本

　行
宣（
岡
山
） 

 

副
会
長 

生
出

　泉
太
郎（
宮
城
） 

副
会
長 

七
海

　朗（
奈
良
） 

副
会
長 

東
洋

　彰
宏（
北
海
道
） 

副
幹
事
長 

齊
藤

　睿（
東
京
） 

 

副
幹
事
長 

岩
本

　研（
和
歌
山
） 

 

役職名 氏名 所属
常任総務 渡辺　徹（日本薬剤師連盟）
常任総務 荻野構一（新潟）
常任総務 大橋　均（愛知）
常任総務 大原　整（滋賀）
常任総務 根本ひろ美（茨城）
常任総務 浜田嘉則（高知）
総務 木村隆次（青森）
総務 曽布川和則（静岡）
総務 三浦洋嗣（北海道）
総務 安部好弘（東京）
総務 柴川雅彦（日本病院薬剤師連盟）
総務 櫛方絢子（日本女性薬剤師連盟）
総務 小野春夫（政令指定都市薬剤師連盟）
総務 手塚幹子（東京）
総務 白滝貴子（青森）
総務 上村芳彦（千葉）
総務 大澤泰輔（兵庫）
総務（北海道） 大江利治（北海道）
総務（東北） 鳥海良寛（秋田）
総務（関東） 長野順一（栃木）
総務（東京） 岸　　亨（東京）
総務（北陸信越） 能村明文（石川）
総務（東海） 上村　武（三重）
総務（大阪） 藤垣哲彦（大阪）
総務（近畿） 赤松路子（兵庫）
総務（中国） 高木秀彦（岡山）
総務（四国） 辻上　巖（香川）
総務（九州） 安東哲也（大分）
監事 高祖順一（佐賀県）
監事　 根本清美（茨城県）
監事 吉永富子（静岡県）

役
職
名 

氏
名（
所
属
） 

日
本
薬
剤
師
連
盟
役
員
名
簿 

（
任
期 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）

求
む
情
報
開
示
!!

　

東
日
本
大
震
災
後
一
年
の
今
年
三
月

十
一
日
（
日
）
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
バ
レ

エ
団
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
「
シ
ン
デ

レ
ラ
」
を
観
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
モ
ナ
コ
公
国
大
公
ア
ル
ベ
ー
ル

二
世
と
団
長
マ
イ
ヨ
ー
さ
ん
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
「
決
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
震
災
で
す
が
、

人
間
が
自
然
を
支
配
で
き
る
と
い
う
お

ご
り
を
謙
虚
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と

い
う
警
告
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大

き
な
悲
し
み
の
中
で
威
厳
と
冷
静
さ
を

も
っ
て
復
興
に
あ
た
る
日
本
人
に
期
待

と
賞
賛
を
贈
り
ま
す
」
。

　

し
か
し
最
近
は
、
忌
ま
わ
し
い
災
害

か
ら
の
復
興
速
度
の
遅
さ
と
悪
さ
、
そ

し
て
リ
ー
ダ
ー
不
在
ば
か
り
が
目
に
付

き
ま
す
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
は
天
災
と
い
う
よ
り
も
人

災
で
あ
っ
た
と
い
う
印
象
が
強
い
で

す
。
先
日
福
島
の
方
に
話
を
聴
き
ま
し

た
ら
、
当
初
福
島
原
発
建
設
用
地
は
現

在
よ
り
三
〇
ｍ
以
上
高
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
津
波
の
リ
ス
ク
も
伝
え
た
の
に
、

国
も
東
電
も
警
告
を
無
視
、
平
ら
に
し

て
建
設
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
と
い
う
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
で
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

状
態
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
も
、
震
災
後

公
表
さ
れ
た
の
が
十
二
日
後
だ
っ
た
の

で
す
。
ま
さ
に
「
依
ら
し
む
べ
し
知
ら

し
む
べ
か
ら
ず
」
の
大
本
営
発
表
と
何

も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
し
て
も
、
世
界
に
冠

た
る
日
本
の
医
療
保
険
制
度
に
制
度
後

進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
異
を
唱
え
、

貴
重
な
制
度
資
本
を
営
利
を
得
た
い
が

た
め
に
侵
食
し
よ
う
と
し
て
い
る
提
案

書
を
突
き
つ
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
の

内
容
も
い
ち
早
く
開
示
し
議
論
す
べ
き

で
す
。

　

戦
争
終
結
も
福
島
原
発
も
、
す
べ
て

情
報
開
示
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

悲
劇
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
！　

徹
底

し
た
情
報
開
示
を
政
府
に
強
く
求
め
ま

す
。

（
公
益
社
団
法
人
日
本
薬
剤
師
会
理
事　

木
俣　

博
文
）

　

去
る
三
月
十
四
日（
水
）の
定
時
評
議

員
会
に
お
い
て
児
玉
孝
会
長
が
再
選
さ

れ（
既
報
）、新
執
行
部
体
制
が
整
っ
た

（
役
員
名
簿
参
照
）。

　

日
本
薬
剤
師
連
盟
は
、こ
の
新
執
行
部

の
も
と
で
平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て

は
、社
会
保
障
制
度
改
革
や
東
日
本
大

震
災
復
興
政
策
が
急
が
れ
て
い
る
な
か
、

薬
剤
師
の
資
質
を
一
層
高
め
、薬
学
お
よ

び
薬
業
の
進
歩・発
展
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、国
民
の
健
康
な
生
活
の
確
保・向
上

に
寄
与
す
る
、と
す
る
日
本
薬
剤
師
会
の

事
業
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

政
治
活
動
を
積
極
的
に
行
って
い
く
。

　

今
後
の
政
局
の
展
開
に
よ
っ
て
は
、

近
々
、衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
実
施
も

予
測
さ
れ
、ま
た
、平
成
二
十
五
年
七
月

に
は
、参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。薬
剤
師
職
能
が
十
二
分
に

発
揮
で
き
る
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に

は
、こ
れ
ら
の
国
政
選
挙
へ
の
対
応
が
重

要
と
な
って
く
る
。

　

新
執
行
部
体
制
の
も
と
で
全
会
員
が一

丸
と
な
り
、薬
剤
師
を
取
り
巻
く
課
題

を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
年
、三
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
二

十
三
年
度
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、会
長
と
し
て

再
任
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、新
執
行
部
に
対
し
ま
し
て
も

引
き
続
き
の
ご
支
援・ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
の
新
執
行
部
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

任
期
中
に〝
衆
参
両
選
挙
〞を
控
え
て
い
ま
す
こ
と

か
ら
、会
員
対
策
と
し
て
、老
壮
青
と
い
う
幅
広
い
年

齢
層
で
、か
つ
実
行
力
を
重
視
し
た
体
制
と
な
り
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
二
週
間
に
一
回
の
割
合
で
開
催
さ

れ
る
常
任
総
務
会
に
次
世
代
の
常
任
総
務
が
加
わ

り
、更
に
、企
画
実
行
委
員
会
、青
年
部
、女
性
部
等

の
若
返
り
を
促
進
。加
え
て
、組
織
強
化
を
目
的
と

し
た
、組
織
委
員
会
を
新
た
に
設
置
す
る
な
ど
と
し

て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
新
体
制
の
も
と
、本
年
度
特
に
重

要
な
次
の
よ
う
な
当
面
の
政
治
課
題
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
問
題
②
消
費
税
増
税
問
題

③
チ
ー
ム
医
療（
特
定
看
護
師
）
④
薬
事
法
関
係

⑤
T
P
P
⑥
衆
参
両
選
挙
、等
々

　

な
お
、今
年
度
も
若
手
育
成
事
業（
一泊
研
修
等
）

は
、将
来
を
見
据
え
て
更
に
促
進
し
て
い
く
予
定
で

す
の
で
、全
都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
期
目
の
幹
事
長
就
任
で
あ
り
ま
す
が
、調
剤
報

酬
の
改
定
、規
制
緩
和
の
問
題
、ま
た
そ
れ
ら
に
伴

う
様
々
な
政
治
的
な
案
件
が
目
白
押
し
で
あ
り
ま

し
た
。児
玉
孝
連
盟
会
長
を
補
佐
し
、今
年
度
も
会

員
の
皆
様
の
多
く
の
要
望
を
藤
井
も
と
ゆ
き
先
生
や

薬
剤
師
国
会
議
員
を
中
心
に
解
決
す
べ
く
、あ
ら
ゆ

る
手
段
を
行
使
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
政
治
状
況
を
み
る
と
、い
つ
解
散
総
選
挙
に

成
る
か
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、多
く
の
情
報
か
ら

察
す
る
に
、そ
ん
な
に
遠
く
な
い
う
ち
に
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。地
区
の
薬
剤
師
連
盟
で
は
、

様
々
な
事
情
の
中
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も

十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
。日
本
薬
剤
師
連
盟
で
は

出
来
る
だ
け
早
く
方
針
を
作
成
し
、お
知
ら
せ
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ど
う
か
そ
れ
ま

で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
小
選
挙
区
で
の
情
報
を
入
手
し

て
、分
析
を
開
始
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
連
盟
で
は
常
任
総
務
や
総
務
も
新
し
い

方
に
も
多
く
入
っ
て
も
ら
い
、企
画
実
行
委
員
会
、青

年
部
、女
性
部
も
一
新
し
て
若
手
に
ど
ん
ど
ん
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
い
く
体
制
作
り
も
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
、政
治
を
目
指
す
若
い
薬
剤
師
の
発
掘

も
並
行
し
て
や
って
い
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、来
年
に
迫
っ
た
参
議
院
の
通
常
選
挙
に

お
い
て
、全
国
比
例
区
の
対
応
に
つ
い
て
は
、今
の
政

局
と
他
の
医
療
団
体
の
動
向
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、熟
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。力
不

足
の
私
で
あ
り
ま
す
が
、児
玉
会
長
は
じ
め
と
し
た

役
員
の
皆
様
方
や
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

の
も
と
で
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、児
玉
孝
会
長
よ
り
日
本
薬
剤
師
連
盟

副
会
長
の
任
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、北
海
道
薬
剤

師
連
盟
会
長
の
東
洋
彰
宏
で
す
。

　

連
盟
の
重
要
さ
が
益
々
大
き
く
な
り
、本
体
で
あ

る
日
本
薬
剤
師
会
の
事
業
活
動
と
緊
密
に
連
携
し

て
い
る
現
在
、日
本
の
薬
剤
師
の
将
来
に
対
し
、重
責

を
負
っ
て
い
る
児
玉
会
長
を
今
ま
で
以
上
に
支
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

従
来
、北
海
道
薬
剤
師
連
盟
会
長
と
し
て
、北
海

道
選
出
の
薬
剤
師
議
員
で
あ
る
三
井
辨
雄
先
生
、逢

坂
誠
二
先
生
と
の
連
携
を
重
視
し
、日
薬
連
盟
常
任

総
務
と
し
て
我
々
の
代
表
で
あ
る
藤
井
基
之
先
生
、

薬
剤
師
議
員
で
あ
る
松
本
純
先
生
、樋
口
俊
一先
生
、

は
た
と
も
こ
先
生
方
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
し

た
。

　

在
宅
医
療
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、消
費
税
と
医
療
の
問
題
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
問
題
、薬
事
法
改
正
、チ
ー
ム
医
療
の

問
題
な
ど
次
々
と
生
じ
る
様
々
な
テ
ー
マ
に
素
早
く

対
応
し
な
け
れ
ば
、薬
剤
師
の
医
療
に
お
け
る
立
場

は
低
下
す
る一方
で
す
。

　

全
て
の
会
員
の
皆
様
の
ご
支
持・ご
協
力
を
頂
い
て

薬
剤
師
の
職
域
の
拡
大・確
立
を
目
指
し
て
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

風力計

あなたの声を聞かせてください!

よりわかりやすい紙面を目指して……

日本薬剤師連盟ファーマくんメールBOX
携帯電話のバーコードリーダーをかざしてください

・こんな特集を組んでほしい
・政治のココがわからない…
・連盟や薬剤師議員の具体的な活動は?　など…
何でも気軽にメールしてください!

寄せられた
メールのご紹介

本当の敵は……無関心!!
相次ぐ若手薬剤師会の設立、活動を再確認。

薬剤師が団結するのは今!

　71歳の薬剤師です。昨年3月末で保険薬局を閉めました。調剤経験は病院35年、保険薬局10年です。勿論今も日薬会員です。
薬剤師の法的な独立を目指して思いを巡らしています。
　多くの保険薬剤師は現状で満足しているようです。そんな薬剤師が増えて、そして薬剤師はいなくなった。忙しさの中でも自身を見
つめ、発信する独立した薬剤師になる努力をしてほしいものです。

平成25年までに全国27の都県で若手薬剤師主体の部会、サークルが存在することが、先の当連盟全
国調査により判明した。
今こそ、顔の見える薬剤師に、自分たちの意見が言える薬剤師に変身するときなのだ!
先人たちの努力を糧に飛躍せよ、若手薬剤師の諸君。先輩たちとともに薬剤師魂を覚醒させよ!

薬
剤
師
職
能
確
立
の
た
め
の
連
盟
活
動
へ
の

御
理
解
、御
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

四
期
目
の
幹
事
長
で
す
。気
持
ち
も
新
た
に

政
権
再
編
成
を
期
待
し
つ
つ
頑
張
り
ま
す
。

民
の
た
め

　千
辛
万
苦
を
乗
り
越
え
た
先
達

の
志
を
糧
に
前
進
あ
る
の
み
。

連
盟
の
大
切
さ
、連
盟
活
動
へ
の
参
加
を
う
っ

た
え
る
。

被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
、連
盟
の
パ
ワ
ー
を
。

一
日
を
一
生
と
し
て
、生
き
る
。

一
人
一
人
が
連
盟
の
役
員
の
つ
も
り
で
活
動

 

し
ま
し
ょ
う
。

薬
剤
師
の
職
域
を
守
る
べ
く
、連
盟
活
動
に

体
当
た
り
で
臨
む
所
存
で
す
。

雲
外
に
蒼
天
あ
り

　前
進
あ
る
の
み
。

木俣博文

兵庫県企画実行委員会
『兵薬連だより』の発行

若手薬剤師フォーラムの企画・実行
他、連盟活動の企画・実行

茨城県薬剤師青年部の会
若手薬剤師フォーラムの企画、運営
若手薬剤師の意見交換会の開催

若手薬剤師の意識啓発研修会の開催

群馬県青年部組織強化委員会
イベントの企画と実施

若手薬剤師への入会促進活動

千葉県若手薬剤師フォーラム委員会
現在はフォーラムの開催準備

選挙時には別の活動の可能性もあり

山梨県若手薬剤師会
若手フォーラム開催の運営、及び参加
会議・勉強会等で政治の必要性を説明

東京都薬剤師連盟　PGN部会
支部PGN部会　講演会・フォーラム等開催
※PGN：Pharmacist Gown Network

新潟県薬剤師会青年部
青年部集会・研修会等の開催
薬物乱用防止キャンペーン
日薬学術大会ツアー等

三重県女性・若手の会
若手薬剤師を集めた勉強会・交流会

政治に関する勉強会
政治活動の手伝い等

奈良県薬剤師連盟　青年局
若手の研修会の企画・実行
若手フォーラム等の運営

和歌山県薬剤師会青年部会
卸配送センター見学会参加
災害支援ボランティア参加
スキルアップセミナー開催等

岡山県若手薬剤師フォーラム
講演会、討論会

広島県青年薬剤師会
1971年創立。研修会・懇親会の開催、会報の発行

香川県薬剤師会青年部
勉強会、研修会、吸入ワークショップ等開催
若手フォーラムの参加（政治活動のフォロー）

新規の県薬会員を募る

愛媛若手薬剤師の会
若手薬剤師間の交流を図る目的

熊本県藤井もとゆき
薬剤師後援会若手部会

各選挙での活動、連絡網の構築
研修会企画と参加

大分県若手薬剤師の会
後援会開催等

宮崎県若手薬剤の会　翔
研修会・親睦会等の開催

支部での若手薬剤師の連携強化

沖縄県青年薬剤師会
研修会・勉強会・交流会の開催
健康とおくすり相談会への参加等

若手薬剤師の意識啓発研修会の開催

千葉県若手薬剤師フォーラム委員会岡山県若手薬剤師フォーラム

研修会・懇親会の開催、会報の発行
若手フォーラム開催の運営、及び参加
会議・勉強会等で政治の必要性を説明

東京都薬剤師連盟　PGN部会
支部PGN部会　講演会・フォーラム等開催
※P

三重県女性・若手の会大分県若手薬剤師の会

北海道

岩手秋田

山形 宮城

福島

埼玉

栃木

富山
石川

福井

滋賀

大阪

京都鳥取島根山口

鹿児島 高知 徳島

長
崎

岐阜

愛知

長野

静岡

★ 薬剤師会帰属の会
☆ 薬剤師連盟帰属の会
◎ その他の会

★

★

★

★★
★

★
★

★★

★

★

★

★

★

★
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